
（写真提供元：山梨県果樹試験場）

防除に!

その他の
大粒種ぶどうの重要害虫にも！

深刻な被害が出ています

チャノキイロアザミウマ
フタテンヒメヨコバイ

大粒種ぶどうの重要害虫

クビアカスカシバ

！！

パダンは住友化学（株）の登録商標

成虫発生時期

水溶剤

クビアカスカシバ

深刻な被害が出ています！！

チャノキイロアザミウマ
フタテンヒメヨコバイ

大粒種ぶどう※

の重要害虫

※小粒種ぶどうには使用できません。

食入防止を目的に、

クビアカスカシバ成虫（体長約３㎝）

飛散に
注意に散布しましょう！

果粉溶脱のおそれがあるので、果実にかからないようにしてください。

薄い赤紫色をした
幼虫が、主幹部や
枝の粗皮下を食害

飛散に
注意成虫発生時期

果粉溶脱のおそれがあるので、果実にかからないようにしてください。



のスカシバ類、チャノキイロアザミウマ、フタテンヒメヨコバイ防除に︕

有効成分：カルタップ塩酸塩……75.0％
性状：青緑色水溶性細粒

医薬用外劇物

●他のさまざまな作物にも使用できます。
●効きにくくなった害虫にも効果があります。
●薬剤調製が楽な顆粒水溶剤です。
●大粒種ぶどうでの本剤の使用
　回数は５回以内です。
　追加散布にも最適です。

■安全使用上の注意

（大粒種ぶどうの適用のみ抜粋） 2018 年 10 月現在の登録内容

（抜粋）

■適用害虫と使用方法

■試験成績（クビアカスカシバ）

●使用前にはラベルをよく読んでください。   ●ラベルの記載以外には使用しないでください。   ●小児の手の届く所には置かないでください。   ●空袋・空容器は圃場等に放置せず適切に処理してください。

●ボルドー液と混用する場合は使用直前に混合して
　ください。
●かき、大粒種ぶどうには樹勢の弱い場合には薬害
　を生じるおそれがあるので使用しないでください。
●なす、たばこには薬害を生じるおそれがあるので、
　かからないように注意して散布してください。
●蚕に対して長期間毒性があるので、散布された薬
　剤が飛散し、桑に付着するおそれのある場所では
　使用をさけてください。
●適用作物群に属する作物またはその新品種に本剤
　を初めて使用する場合は、使用者の責任において
　事前に薬害の有無を十分確認してから使用してく
　ださい。なお、病害虫防除所等関係機関の指導
　を受けることが望ましい。
●本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用
　方法を誤らないように注意し、特に初めて使用す
　る場合には、病害虫防除所等関係機関の指導を
　受けることが望ましい。

●医薬用外劇物。取扱いには十分注意してください。 
　誤って飲み込んだ場合には吐き出させ、直ちに医
　師の手当を受けさせてください。本剤使用中に身
　体に異常を感じた場合には直ちに医師の手当を受
　けてください。 
●本剤による中毒に対しては、動物実験でＬ－システ
　イン製剤の投与が有効であると報告されています。
●粉末は眼に対して強い刺激性があるので、散布液
　調製時には保護眼鏡を着用して薬剤が眼に入らな
　いよう注意してください。眼に入った場合には直ち
　に十分に水洗し、眼科医の手当を受けてください。 
●粉末は皮膚に対して強い刺激性があるので、散布
　液調製時には不浸透性手袋を着用して薬剤が皮膚
　に付着しないよう注意してください。 付着した場合
　には直ちに石けんでよく洗い落としてください。 
●散布等の作業の際は防護マスク、不浸透性手袋、
　不浸透性防除衣などを着用してください。 作業後

　は手足、顔などを石けんでよく洗い、うがいをして
　ください。 
●水産動植物（魚類）に影響を及ぼすので、養魚田
　では使用しないでください。
●水産動植物（甲殻類、ドジョウ）に影響を及ぼすの
　で、河川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意
　して使用してください。養殖池等周辺での使用は
　さけてください。
●水産動植物（藻類）に影響を及ぼすおそれがある
　ので、使用残液及び容器の洗浄水等は河川等に
　流さず適切に処理してください。
●使用残りの薬液が生じないように調製を行い、
　使いきってください。散布器具及び容器の洗浄水
　は、河川等に流さないでください。また、空容器、
　空袋等は水産動植物に影響を与えないよう適切に
　処理してください。
●錠のかかる場所に保管してください。

大粒種ぶどう

パダン

神経遮断

麻痺･弛緩

神経伝達を停止させ、
動けないようにし、
死亡させます。

死亡

散布

散布

神経が
連続的に
興奮

けいれん

害虫の神経を興奮させ
死亡させます。

死亡

多くの殺虫剤

農林水産省登録
第１８９５０号

品　　種：巨峰（短梢栽培） 6年生 
対象害虫：クビアカスカシバ
発生状況：多発生（接種） 
区　　制：1樹 / 区、2反復  

（2009 年　山梨県果樹試験場）

処理日：6月24日（散布量；4L/ 樹）
※6月23日に産卵量を調査し、十分産卵があることを確認
調査日：8月5日
調査方法：枝および新梢基部等より噴出している虫糞を調査

パダンＳＧ水溶剤
（1,500倍）

無　処　理
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作物名 適用害虫名 希釈倍数
10a 当たり

使用液量
使用時期

本剤の

使用回数
使用方法

カルタップを
含む農薬の
総使用回数

大粒種ぶどう

スカシバ類

チャノキイロアザミウマ

フタテンヒメヨコバイ

1,500 倍 200 ～ 700ℓ 収穫 21 日前まで 5回以内 散 布 5回以内

30H10J18P65:AG ２０１8年１0月作成（アグフォ）


